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テレビの災害報道

速報メディアだから

→ 被災地の「生命を守る」

多くの人が使うメディアだから

→ 被災地の「生活を守る」

地震多発国ニッポンだから

→ 次に備え「知識の共有化」





“生活震災”進化するＬ字



熊本に学ぶ 内より外なら…

2004新潟中越地震

からの教訓

“震度７”翌日から

テレビでは

「生命を守る

呼びかけ」

←６日後には

避難所でも…



災害発生！テレビに出来ること

テレビの長所を活かして…

“早く伝える”

“不特定多数に同時に伝える”

“映像と音声でリアルに伝える”

↓

最優先は“生命を守る”
東日本大震災ならば「津波優先」
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「津波優先」デモ画面



「津波優先」呼びかけ

避難してください

→ 命を守るために、

いますぐ逃げてください

立ち止まったりしないでください

引き返したりしないでください

← 震災の“教訓”を活かす



2018西日本豪雨

長く、ダラダラ降った豪雨



呉市安浦町市原地区に学ぶ



ここで“生命を守る”には…

起き出してからでは
逃げようがない！



「ひとまとめ」シンプルに！

土砂災害の避難勧告



広島・矢野東 梅河団地



土砂災害から“生命を守る”

起きる前に逃げるしかない

→“切迫性”はわかりやすいか？

⇒「土砂災害の避難○○」

⇒最後の砦「ワイヤーセンサー」

「早めの避難」と言うのは簡単だが…
“逃げやすい場所”はあるのか？

⇒津波避難ビルに学ぶ！



川の状況をどう確認するか？



「ハザードマップ通り」でも…

発災後調査に基づく浸水推定図

自宅のハザードマップ
見るきっかけは？

前にも伝えたけど…“旬”にも伝える必要！



「ハザードマップ」きっかけは？

「それぞれ近くの川のハザードマップを
念のため確認してください」



河川災害から“生命を守る”

起きる前に逃げるしかない

→“切迫性”はわかりやすいか？

⇒「知りたい実況」を丁寧に

⇒「見たことない水位」の説得力

「予測してた」と言うけれど

“ここ一番”に役に立つためには…
⇒“お手元マップ”化の工夫



“切迫性”を伝えるには…

発信側）「避難第一」になっているか？

事象情報と行動指示 両方必要？

テレビ）“みんな同じ”→ 得意

“細く分ける”→ ちょっと苦手

“人によって”→ 大の苦手

視聴者）本音は「避難なんてイヤ！」でも

「仕方ない」と自己説得する術は？


